
哀
惜
の
情
を
描
く
￨
下
村
観
山
筆《
大
原
御
幸
》　

村
木 

桂
子

同
志
社
大
学
嘱
託
講
師

能『
大
原
御
幸
』の
世
界
を
ど
の
よ
う
に
絵
画
的
に
表
現
し
て
い
る
か
を
検
証

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、能
の
観
賞
の
一
助
と
し
た
い
。

　
さ
て
、《
大
原
御
幸
》（
別
紙
参
照
）は
、
縦
五
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
全
長

七・
九
メ
ー
ト
ル
の
長
大
な
絵
巻
で
、
本
文
を
記
し
た
詞
書
は
な
く
、
独
立
す
る

六
枚
の
画
を
、
お
よ
そ
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
間
隔
を
開
け
て
並
べ
、
絵
巻
に

仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
観
山
は
場
面
選
択
や
構
図
に
つ
い
て
相
当
悩
ん
だ

よ
う
で
、出
品
当
初
は
第
四
図
、第
六
図
、見
返
し
が
未
完
で
あ
り
、二
年
後
に

よ
う
や
く
完
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
以
下
、
観
山
が
、
能『
大
原
御
幸
』の

中
心
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
、
我
が
子
を
亡
く
し
た
建
礼
門
院
の
哀
惜
の
情
を

表
現
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
を
選
択
し
た
の
か
に
注
目
し
な

が
ら
、
絵
巻
を
、
第
一
図（
別
紙
参
照
）か
ら
順
に
ひ
も
と
い
て
い
く
こ
と
に

す
る
。
な
お
、部
分
図
は
、別
紙
に
一
括
し
て
配
置
し
て
い
る
。

第
一
図
：
山
里
の
村
は
ず
れ
の
風
景
を
描
く
。
画
面
中
央
に
葉
桜
と
な
っ
た

桜
の
木
が
見
え
る
。「
青
葉
隠
れ
の
遅
桜
、
初
花
よ
り
も
珍
ら
か
に
」と
謡
わ
れ

た
、
法
皇
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
遅
桜
で
あ
ろ
う
。
桜
の
根
元
に
は
卒
塔
婆
が
立

て
ら
れ
て
い
て
、後
に
展
開
す
る
出
来
事
が「
故
人
の
供
養
」で
あ
る
こ
と
を
暗

示
す
る
。
な
お
、画
面
手
前
に
は
、左
か
ら
右
へ
小
川
が
流
れ
て
い
る
。

第
二
図
：
山
中
を
窺
う
木
樵
を
描
く
。
画
面
左
か
ら
右
へ
小
川
が
流
れ
、
下
手

に
水
車
を
配
し
て
、
水
の
流
れ
は
第
一
図
へ
と
続
く
。
こ
の
水
の
流
れ
は
天
心

の
助
言
を
受
け
た
も
の
で
、
第
五
図
の
庵
室
の
裏
に
も
筧
の
水
を
描
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
六
つ
の
画
面
が
、
同
じ
一
つ
の
場
所
で
の
出
来
事
を
表
し
て
い
る

　
能『
大
原
御
幸
』は
、
一
一
八
六
年（
文
治
二
）陰
暦
四
月
、
後
白
河
法
皇
が

大
原
に
隠
棲
す
る
建
礼
門
院
を
訪
ね
た
行
幸
に
取
材
す
る
。
建
礼
門
院
は
、

平
清
盛
の
娘
で
、
高
倉
天
皇
の
中
宮
と
な
り
、
安
徳
天
皇
の
生
母
と
な
っ
た

人
物
。
壇
ノ
浦
の
戦
い
で
安
徳
天
皇
を
擁
し
た
平
家
一
門
と
と
も
に
入
水

し
た
が
、
源
氏
方
に
助
け
ら
れ
て
一
人
生
き
残
り
、
そ
の
後
は
人
里
離
れ
た

大
原
の
地
で
幼
帝
の
菩
提
を
弔
う
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
。『
平
家
物
語
』

灌
頂
巻
で
詳
し
く
語
ら
れ
る
こ
の
行
幸
の
件
は
人
口
に
膾
炙
し
た
よ
う
で
、
能

の
詞
章
も
概
ね
こ
れ
に
依
拠
し
て
い
る
。

　
こ
の
悲
哀
に
充
ち
た
情
趣
深
い
物
語
は
、
能
の
舞
台
で
演
じ
ら
れ
る
だ
け

で
は
な
い
。
絵
画
の
主
題
と
し
て
も
好
ま
れ
、
桃
山
時
代
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な

作
品
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
。
な
か
で
も
、
一
九
〇
八
年（
明
治
四
十
一
）、

下
村
観
山（
一
八
七
三
～
一
九
三
〇
）に
よ
っ
て
、
第
一
回
国
画
玉
成
会
に
出
品

さ
れ
た《
大
原
御
幸
》（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
蔵
）は
、
気
品
に
満
ち
た
作
品

と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

　
下
村
観
山
は
、
岡
倉
天
心
の
薫
陶
を
受
け
、
横
山
大
観
、
菱
田
春
草
ら
と
と

も
に
日
本
美
術
院
を
創
設
し
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
活
躍
し
た
日
本
画
家
で

あ
る
。
紀
州
徳
川
家
に
幸
流
小
鼓
で
仕
え
た
家
柄
に
生
ま
れ
、
幼
少
期
か
ら

謡
曲
に
親
し
ん
で
い
た
せ
い
か
、
東
京
美
術
学
校
の
卒
業
制
作
に
は《
熊

野
観
花
図
》（
一
八
九
四
年
、
明
治
二
十
七
）を
、
第
二
回
院
展
に
は《
弱
法
師
》

（
一
九
一
五
年
、
大
正
四
）を
出
品
し
て
絶
賛
を
博
し
た
よ
う
に
、
能
に
取
材

し
た
傑
作
を
生
み
出
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
能
に
造
詣
が
深
い
観
山
が
、
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こ
と
を
強
調
す
る
。
な
お
、
小
川
の
手
前
に
は
、
画
面
左
上
の
山
道
を
見

上
げ
る
木
樵
の
夫
婦
と
子
ど
も
を
描
く
。
そ
の
視
線
の
先
に
は
、木
立
の
合
間

に
、
行
幸
に
供
奉
す
る
人
が
見
え
る
。「
賤
が
爪
木
の
斧
の
音
」と
謡
わ
れ
る
、

木
樵
の
斧
の
音
が
響
く
だ
け
の
静
寂
な
日
常
が
、
行
幸
に
よ
っ
て
破
ら
れ
て

非
日
常
へ
と
変
貌
す
る
さ
ま
を
、
木
樵
親
子
を
用
い
て
視
覚
的
に
分
か
り
易
く

描
写
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

第
三
図
：
後
白
河
法
皇
が
乗
っ
た
輿
が
木
立
の
中
を
粛
粛
と
進
む
。
画
面

中
央
前
景
に
は
赤
松
や
檜（
ひ
の
き
）の
生
い
茂
る
夏
木
立
を
濃
彩
で
描
き
、

背
景
の
翠
黛（
す
い
た
い
）の
山
￨
緑
に
霞
ん
で
見
え
る
山
￨
を
淡
彩
で
描
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
初
夏
の
明
る
い
光
が
、
鬱
蒼
と
し
た
森
に
射
し
こ
む
様
子
を

表
し
て
い
る
。
中
央
に
あ
る
三
本
の
樹
木
の
う
ち
、
左
の
檜
に
絡
み
つ
い
た

藤【
挿
図
１
】
は
、
蔓
を
伸
ば
し
て
白
い
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。
白
藤
の
奧
に

は
法
皇
の
輿
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、「
青
葉
に
見
ゆ
る
夏
木
立
春
の
名
残
ぞ

惜
し
ま
る
ゝ
（
中
略
）光
の
影
も
明
ら
け
き
、玉
松
が
枝
に
咲
き
添
ふ
や
、池
の

藤
波
夏
か
け
て
こ
れ
も
御
幸
を
待
ち
顔
に
」と
謡
わ
れ
る
よ
う
に
、
法
皇
の

行
幸
を
待
つ
モ
チ
ー
フ
と
し
て
藤
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、

行
列
の
最
後
の
武
官
は
、
後
を
振
り
返
っ
て
第
二
図
の
供
奉
を
見
遣
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

第
四
図
：
仏
花
を
摘
み
に
山
に
入
っ
た
建
礼
門
院
と
大
納
言
局
を
描
く
。

画
面
左
の
女
性
が
建
礼
門
院
で
、
樒（
し
き
み
）を
入
れ
た
花
籠
を
臂
に
掛
け
、

行
幸
に
気
づ
い
た
の
か
、
庵
室
の
あ
た
り
を
眺
め
て
い
る
。
右
は
大
納
言
局

で
、
薪
や
蕨（
わ
ら
び
）を
小
脇
に
抱
え
、
裾
を
た
ぐ
り
寄
せ
な
が
ら
山
道
を

下
り
て
行
く
。
女
院
の
周
囲
に
咲
き
乱
れ
て
い
る
橙
色
の
花
は
蓮
華
躑
躅

（
れ
ん
げ
つ
つ
じ
）【
挿
図
２
】
で
、
幼
帝
の
極
楽
往
生
を
ひ
た
す
ら
願
う
女
院

の
心
情
を
表
現
す
る
。

第
五
図
：
浅
か
ら
ぬ
因
縁
の
あ
る
後
白
河
法
皇
と
女
院
の
対
面
を
描
く
。

本
絵
巻
の
核
と
な
る
場
面
で
あ
る
。
庵
室
で
女
院
と
対
峙
す
る
法
皇
の
顔

【
挿
図
３
】は
一
部
隠
さ
れ
て
い
て
、ど
の
よ
う
な
表
情
を
し
て
い
る
の
か
汲
み

取
り
に
く
い
。
一
方
、
一
門
の
悲
劇
的
な
最
期
を
語
る
女
院
も
後
ろ
向
き
に

描
か
れ
て
い
て
、
感
情
を
読
み
取
る
こ
と
が
難
し
い
。
こ
れ
は
、
表
情
や
身

振
り
を
極
限
ま
で
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
鑑
賞
者
に
画
中
人
物
の
心
情
を

想
像
さ
せ
る
絵
画
的
な
工
夫
で
、
能
の
表
現
と
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
室
内

に
は
柄
香
炉
や
厨
子
が
見
え
る
。
厨
子【
挿
図
４
】
に
は
、
柔
和
な
笑
み

浮
か
べ
て
楽
器
を
奏
で
る
雲
中
菩
薩
や
蓮
台
を
持
つ
観
音
菩
薩
が
描
か
れ
、

金
剛
峯
寺
の《
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
》
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
庵
の
外
の
閼
伽
棚

（
あ
か
だ
な
）に
は
、
摘
ん
だ
ば
か
り
の
樒
が
見
え
、「
甍
破
れ
て
は
霧
不
断
の

香
を
炷
き
」「
一
念
の
窓
の
前
に
、
摂
取
の
光
明
を
期
し
つ
ゝ
、
十
念
の
柴
の

枢
に
は
、
聖
衆
の
来
迎
を
待
ち
つ
る
に
」と
謡
わ
れ
る
、
厨
子
の
阿
弥
陀
仏

に
向
か
い
、
ひ
た
す
ら
幼
帝
の
極
楽
往
生
を
念
じ
る
女
院
の
日
常
生
活
を
想

起
さ
せ
る
。
画
面
右
の
庵
室
の
裏
手
に
あ
る
藁
葺
き
の
家
の
前
に
は
手
水
鉢

が
置
か
れ
、筧
で
水
を
落
と
し
て
い
る
。

第
六
図
：
法
皇
を
見
送
っ
た
女
院
が
仰
ぎ
見
た
風
景
か
。
木
の
間
の
月
が

朧
に
見
え
る
。
よ
く
見
る
と
梢
の
中
に
は
一
匹
の
猿【
挿
図
５
】
が
い
る
。

「
梢
の
嵐
猿
の
声
」を
踏
ま
え
て
い
る
が
、
夕
闇
に
響
く
猿
の
声
は
、
古
来
よ
り

悲
哀
を
表
象
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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挿図１ 第三図部分 檜にかかる白藤     挿図２ 第四図部分 建礼門院の傍らに咲く蓮華躑躅 
     （Photo: MOMAT / DNPartcom）      （Photo: MOMAT / DNPartcom） 
 

 
 挿図３ 第五図部分 庵室で建礼門院と対面する後白河法皇（Photo: MOMAT / DNPartcom） 
 

     
 挿図４ 第五図部分 聖衆来迎図が描かれた厨子   挿図５ 第六図部分 梢の猿 
     （Photo: MOMAT / DNPartcom）            （Photo: MOMAT / DNPartcom） 
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